Relationship between appointment of household head and age-grade system : Investigation of Hanyū administrative village (半布里), Kamo district (加毛郡), Mino province (御野国) register in 702 by 田中 禎昭
八世紀における戸主の任用と年齢秩序―大宝二年御野国加毛郡半布里戸籍の検討― 



























































 表 1・グラフ１は、半布里戸籍にみえる奴を除く男性の 10 歳年齢階級別人
口を集計したものである。これによれば、戸主全体の 83.3％を 41 歳以上の長
老男性が占め、40 歳以下の若年戸主は全体の 16.7％にとどまっている。この
八世紀における戸主の任用と年齢秩序―大宝二年御野国加毛郡半布里戸籍の検討― 





戸主の年齢 人数 ％ 
 1～10 歳 0 0.0 
11～20 歳 0 0.0 
21～30 歳 4 7.4 
31～40 歳 5 9.3 
41～50 歳 13 24.1 
51～60 歳 16 29.6 
61～70 歳 8 14.8 
71～80 歳 6 11.1 
81～90 歳 2 3.7 










年齢 戸主 戸口 寄人 人数 年齢 戸主 戸口 寄人 人数
 1～10 歳 0 142 20 162  1～10 歳 0.0 87.7 12.3 100.0 
11～20 歳 0 129 16 145 11～20 歳 0.0 89.0 11.0 100.0 
21～30 歳 4 77 13 94 21～30 歳 4.3 81.9 13.8 100.0 
31～40 歳 5 40 5 50 31～40 歳 10.0 80.0 10.0 100.0 
41～50 歳 13 19 6 38 41～50 歳 34.2 50.0 15.8 100.0 
51～60 歳 16 10 5 31 51～60 歳 51.6 32.3 16.1 100.0 
61～70 歳 8 4 1 13 61～70 歳 61.5 30.8 7.7 100.0 
71～80 歳 6 1 0 7 71～80 歳 85.7 14.3 0.0 100.0 
81～90 歳 2 0 0 2 81～90 歳 100.0 0.0 0.0 100.0 
全体 54 422 66 542 全体 10.0 77.9 12.2 100.0 
  （奴を除く） （奴を除く）
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 これによれば、10 歳年齢階級別の戸主分布率は、80 歳代 100％、70 歳代約
86％、60 歳代約 62％、50 歳代約 52％、40 歳代約 34％、30 歳代 10％、20 歳
























  しかし一方、半布里戸籍には 41 歳以上の長老戸主だけではなく、40 歳以
下の若年戸主も９人見える。また、41 歳以上の長老男性は半布里内に 91 人















に当たる（no.1～7）。たとえば、no.1 金弓 50 歳は戸主秦人古都 86 歳の「嫡
子」である。この場合、金弓 50 歳が戸主に任用されなかったのは、戸主の高
齢・年長順の任用原則から、まず 86 歳の古都が戸主となり、次いで父系直系
卑属付貫原則から古都の長子・金弓 50 歳が戸主古都 86 歳の下に編附された
ためである。no.1～no.7 の事例のうち最低年齢の戸主は no.２志比を付貫する
縣主族安多 65 歳であるので、これらはすべて 65 歳以上という耆老年齢（17） 
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1 20 中政戸 戸主嫡子   金弓 50 正丁   秦人 古都 86 戸主子世代
2 22 中政戸 戸主嫡子   志比 41 正丁   縣主族 安多 65 戸主子世代
3 29 中政戸 戸主嫡子   馬手 58 正丁   秦人部 都弥 85 戸主子世代
4 30 中政戸 戸主嫡子   小須 45 正丁   秦人 多麻 80 戸主子世代
5 42 中政戸 戸主嫡子   加良比止 43 兵士   秦人 都々弥 68 戸主子世代
6 29 中政戸 戸主男（次）   小巳里 50 残疾 二耳聾 秦人部 都弥 85 戸主子世代
7 30 中政戸 戸主男（次）   乃伎 41 正丁   秦人 多麻 80 戸主子世代
8 17 中政戸 戸主弟   小目里 43 兵士   秦人 弥蘇 52 戸主同世代
9 2 中政戸 戸主弟   小嶋 44 正丁   縣主族 嶋手 45 戸主同世代
10 7 上政戸 戸主弟   犬麻呂 41 正丁   縣主族 安麻呂 53 戸主同世代
11 16 中政戸 戸主弟   阿手 47 正丁   守部 加佐布 63 戸主同世代
12 16 中政戸 戸主弟   古閇 42 正丁   守部 加佐布 63 戸主同世代
13 17 中政戸 戸主弟   目里 47 正丁   秦人 弥蘇 52 戸主同世代
14 19 上政戸 戸主弟   加太 57 正丁   秦人部 身津 71 戸主同世代
15 24 下政戸 戸主弟   小牧 61 次丁   神人 牧夫 63 戸主同世代
16 26 中政戸 戸主弟   安津 54 正丁   生部 津野麻呂 68 戸主同世代
17 27 中政戸 戸主弟   目伎 48 正丁   秦人 黒當 57 戸主同世代
18 38 中政戸 戸主弟   小麻呂 42 正丁   秦人 甲 50 戸主同世代
19 40 中政戸 戸主弟   林 59 正丁   秦人 山 73 戸主同世代
20 42 中政戸 戸主弟   也呂都 61 次丁   秦人 都々弥 68 戸主同世代
21 44 中政戸 戸主弟   阿手良 53 正丁   不破勝族 金麻呂 62 戸主同世代
22 52 上政戸 戸主弟   諸弟 42 正丁   秦人 桑手 47 戸主同世代
23 32 中政戸 戸主甥   佐加志 58 残疾 一目盲 縣主族 母呂 73 戸主子世代
24 53 中政戸 戸主甥   小人 57 正丁   秦人 阿波 69 戸主子世代
25 53 中政戸 戸主甥   志比 49 正丁   秦人 阿波 69 戸主子世代
26 29 中政戸 戸主同党   堅牛 64 次丁   秦人部 都弥 85 戸主同世代
27 35 中政戸 戸主同党   多都麻呂 47 正丁   縣主族 長安 53 戸主同世代
28 45 中政戸 戸主同党 秦人 所波 45 兵士   秦人 安麻呂 38 戸主同世代
29 51 中政戸 戸主同党 縣主 荒海 59 残疾 久漏 縣主 古麻呂 48 戸主同世代
30 9 上政戸 戸主同党   加比 54 正丁   縣造 吉事 28 戸主同世代
31 6 上政戸 戸主兄   安閇 70 耆老   縣主族 牛麻呂 53 戸主同世代
32 6 上政戸 戸主兄   安都 54 廃疾 一枝廃 縣主族 牛麻呂 53 戸主同世代
33 28 中政戸 戸主兄   多比 73 耆老   秦人 多都 60 戸主同世代
34 37 上政戸 戸主兄   麻忍 45 正丁   秦人 石寸 40 戸主同世代
※戸番は筆者が作成したデータベースに付した戸番号を指す（以下同）。 
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である（no.８～22）。これらの戸主のうち、最低年齢は no.９小嶋 44 歳の「兄」
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の父系三等親内の直系卑属（「嫡子」「次」）と傍系卑属（「弟」・無姓「同党」・
無姓「甥」）を戸口として位置づける編戸作業が行われた結果、男性戸口の年
齢が 41 歳以上になってしまった事例といえるだろう。 
 しかし半布里戸籍には、高齢・年長順の付貫原則だけでは説明のつかない










一 「同党」秦人所波 45 歳の事例 
 表４は、戸主「同党」秦人所波 45 歳（戸番 45-6）が戸主秦人安麻呂 38 歳
（戸番 45-1）のもとに付貫されている戸の構成を示したものである。秦人所
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表４ 秦人安麻呂の戸 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 世代区分
45 1 中政戸 戸主 秦人 安麻呂 男 38 正丁 戸主同世代
45 2 中政戸 嫡子   久毛方 男 15 小子 戸主子世代
45 3 中政戸 次   阿弥方 男 14 小子 戸主子世代
45 4 中政戸 次   伴足 男 5 小子 戸主子世代
45 5 中政戸 次   小足 男 1 緑児 戸主子世代
45 6 中政戸 同党 秦人 所波 男 45 兵士 戸主同世代
45 7 中政戸 嫡子   椋手 男 20 少丁 戸主子世代
45 8 中政戸 次   高嶋 男 13 小子 戸主子世代
45 9 中政戸 次   真須 男 11 小子 戸主子世代
45 10 中政戸 次   赤麻呂 男 4 小子 戸主子世代
45 11 中政戸 所波同党   金椅 男 17 少丁 戸主同世代
45 12 中政戸 所波甥   乃伎 男 18 少丁 戸主子世代
45 13 中政戸 寄人 秦人 小廣 男 65 次丁 寄人同世代
45 14 中政戸 嫡子   阿手良 男 30 正丁 寄人子世代
45 15 中政戸 次   所乃麻呂 男 15 小子 寄人子世代
45 16 中政戸 阿手良子   世乎 男 2 緑児 寄人孫世代
45 17 中政戸 母 秦人 久波賣 女 62 次女 戸主親世代
45 18 中政戸 児   古賣 女 34 正女 戸主同世代
45 19 中政戸 児 生部 意志賣 女 4 小女 戸主子世代
45 20 中政戸 妻 秦人 稲依賣 女 34 正女 戸主同世代
45 21 中政戸 児   古賣 女 10 小女 戸主子世代
45 22 中政戸 次   津賣 女 9 小女 戸主子世代
45 23 中政戸 次   黒太賣 女 1 緑女 戸主子世代
45 24 中政戸 所波妻 秦人 刀弥賣 女 42 正女 戸主同世代
45 25 中政戸 児   加久佐賣 女 14 小女 戸主子世代
45 26 中政戸 次   古賣 女 8 小女 戸主子世代
45 27 中政戸 次   糠賣 女 3 緑女 戸主子世代
45 28 中政戸 所波姪   足奈賣 女 20 少女 戸主子世代
45 29 中政戸 児 秦人 大賣 女 4 小女 戸主孫世代
45 30 中政戸 足奈賣弟   小志祁賣 女 19 少女 戸主子世代
45 31 中政戸 次   金椅賣 女 17 少女 戸主子世代
45 32 中政戸 小廣妻 秦人 古賣 女 57 正女 寄人同世代
45 33 中政戸 児   知依賣 女 23 正女 寄人子世代
45 34 中政戸 次   小依賣 女 19 少女 寄人子世代
45 35 中政戸 小廣妹   都賣 女 33 正女 寄人同世代
45 36 中政戸 阿手良子   廣賣 男 5 小女 寄人孫世代
 




困難と判断され、所波に次ぐ年長者で 38 歳という 40 歳に近い年齢であった
安麻呂が戸主に任用されたのではないだろうか。ちなみに半布里戸籍 54 戸








戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 世代区分
21 1 下政戸 戸主 秦人 身麻呂 男 32 兵士 戸主同世代
21 2 下政戸 嫡子   高屋 男 11 小子 戸主子世代
21 3 下政戸 次   高目 男 8 小子 戸主子世代
21 4 下政戸 次   吉事 男 4 小子 戸主子世代
21 5 下政戸 弟   古麻呂 男 22 正丁 戸主同世代
21 6 下政戸 寄人 秦人 飯手 男 19 少丁 寄人同世代
21 7 下政戸 寄人 秦人 太利 男 36 正丁 寄人同世代
21 8 下政戸 妻 秦人 刀自賣 女 28 正女 戸主同世代
21 9 下政戸 児   玉虫賣 女 7 小女 戸主子世代
21 10 下政戸 次   意布波賣 女 1 緑女 戸主子世代
21 11 下政戸 古麻呂妻 秦人 多利賣 女 23 正女 戸主同世代
21 12 下政戸 太利妹   汙屋賣 女 39 正女 寄人同世代
21 13 下政戸 児 秦人 都賣 女 14 小女 寄人子世代
21 14 下政戸 次   糠賣 女 5 小女 寄人子世代
21 15 下政戸 次   小糠賣 女 5 小女 寄人子世代
八世紀における戸主の任用と年齢秩序―大宝二年御野国加毛郡半布里戸籍の検討― 
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付貫されている男性７人の年齢を見ると全員 40 歳以下となっており、戸主
にふさわしい 41 歳以上の男性親族はひとりもいない。それだけではなく、こ











主・安麻呂には「母」秦人久波賣 62 歳（戸番 45-17）がおり、そのことも安
麻呂の戸主任用を後押しした一因になったと考えられる。 
 
二 「同党」縣主荒海 59 歳の事例 











縣主族安多 65 歳と戸番 25 の神人波手 56 歳は廃疾に入る「一枝廃」（手足の
一本が不具）の状態でいずれも戸主に任用されている。その点から、疾病に 
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表６ 縣主荒海の戸 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
51 1 中政戸 戸主 縣主 古麻呂 男 48 正丁   戸主同世代
51 2 中政戸 嫡子   音速 男 25 正丁   戸主子世代
51 3 中政戸 次   小速 男 14 小子   戸主子世代
51 4 中政戸 次   麻佐理 男 14 小子   戸主子世代
51 5 中政戸 次   小屋 男 13 小子   戸主子世代
51 6 中政戸 次   比里 男 11 小子   戸主子世代
51 7 中政戸 次   小廣 男 4 小子   戸主子世代
51 8 中政戸 次   小益 男 3 緑児   戸主子世代
51 9 中政戸 同党 縣主 荒海 男 59 残疾 久漏 戸主同世代
51 10 中政戸 嫡子   黒麻呂 男 25 兵士   戸主子世代
51 11 中政戸 次   小志比 男 14 小子   戸主子世代
51 12 中政戸 妻 縣主族 与屋賣 女 42 正女   戸主同世代
51 13 中政戸 児   吉嶋賣 女 22 正女   戸主子世代
51 14 中政戸 次   小嶋賣 女 19 少女   戸主子世代
51 15 中政戸 次   若古賣 女 17 少女   戸主子世代
51 16 中政戸 荒海妻 秦人 波伎自賣 女 44 正女   戸主同世代
51 17 中政戸 児   虫手賣 女 32 正女   戸主子世代
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三 「同党」縣造加比 54 歳の事例 
 縣造加比 54 歳（戸番 9-4）は戸内で最年長の男性であるが戸主とならず、
戸主にはその「同党」に当たる縣造吉事 28 歳（戸番 9-1）が任用された（表
７）。この戸に所属する男性は加比を除いて全員が 40 歳以下で、戸主の同世
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表７ 縣造吉事の戸
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
9 1 上政戸 戸主 縣造 吉事 男 28 正丁   戸主同世代
9 2 上政戸 嫡子   五百國 男 1 緑児   戸主子世代
9 3 上政戸 弟   麻呂 男 10 小子   戸主同世代
9 4 上政戸 同党   加比 男 54 正丁   戸主同世代
9 5 上政戸 嫡子   知依 男 28 兵士 歩桙取 戸主子世代
9 6 上政戸 次   身麻呂 男 17 少丁   戸主子世代
9 7 上政戸 知依子   多麻呂 男 3 緑児   戸主孫世代
9 8 上政戸 同党   比都自 男 25 正丁   戸主同世代
9 9 上政戸 次   麻志 男 22 正丁   戸主同世代
9 10 上政戸 甥   廣川 男 9 小子   戸主子世代
9 11 上政戸 次   小川 男 8 小子   戸主子世代
9 12 上政戸 寄人 石上部 加多弥 男 21 小子   寄人同世代
9 13 上政戸 母 縣造 奈尓毛賣 女 51 正女   戸主親世代
9 14 上政戸 児   小都牟自賣 女 20 少女   戸主同世代
9 15 上政戸 次   足結賣 女 16 小女   戸主同世代
9 16 上政戸 妻 牟下津造 川嶋賣 女 29 正女   戸主同世代
9 17 上政戸 児   秋遅賣 女 6 小女   戸主子世代
9 18 上政戸 妹   嶋賣 女 24 正女   戸主同世代
9 19 上政戸 次   多知波奈賣 女 22 正女   戸主同世代
9 20 上政戸 加比妻 縣造 古賣 女 52 正女   戸主同世代
9 21 上政戸 児   目知賣 女 33 正女   戸主子世代
9 22 上政戸 次   小目知賣 女 30 正女   戸主子世代
9 23 上政戸 次   大古賣 女 15 小女   戸主子世代
9 24 上政戸 小目知賣児   嶋乃古屋賣 女 8 小女   戸主孫世代
9 25 上政戸 廣川妹   廣賣 女 6 小女   戸主子世代
9 26 上政戸 加比姪   加比賣 女 42 正女   戸主子世代
9 27 上政戸 次   古刀自賣 女 31 正女   戸主子世代
9 28 上政戸 次   古賣 女 19 少女   戸主子世代
9 29 上政戸 加多弥妹   椋手賣 女 35 正女   寄人同世代
9 30 上政戸 次   奈見賣 女 24 正女   寄人同世代
9 31 上政戸 児 縣主族 東人賣 女 2 緑女   寄人子世代
9 32 上政戸 母奈尓毛賣奴   肥 男 12 小奴   奴 
9 33 上政戸 奴   廣 男 9 小奴   奴 
9 34 上政戸 奴   古安 男 26 正奴   奴 
9 35 上政戸 奴   弥乃 男 17 少奴   奴 
9 36 上政戸 奴   小弥乃 男 13 小奴   奴 
9 37 上政戸 奴   廣嶋 男 12 小奴   奴 
9 38 上政戸 次   大麻呂 男 6 小奴   奴 
9 39 上政戸 次   小粳 男 1 緑奴   奴 
9 40 上政戸 婢   小弥奈賣 女 55 正婢   婢 
9 41 上政戸 婢   宮賣 女 50 正婢   婢 
9 42 上政戸 児   由伎賣 女 33 正婢   婢 
9 43 上政戸 児   都賣 女 2 緑婢   婢 
9 44 上政戸 宮賣児   部屋賣 女 26 正婢   婢 
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 そこで、半布里戸籍に見える 41 歳以上の戸主「兄」の実例を個別に検討し
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てみたい。当該例４例のうち、２例は戸主縣主族牛麻呂 53 歳の戸（戸番 6）
に付貫された戸主「兄」で、縣主族安閇 70 歳と縣主族安都 54 歳の２人（表
３no.31・32）である。まず戸主牛麻呂 53 歳と戸主「兄」安閇 70 歳の年齢差























































 最初の編戸プロセスは、半布里内最高齢の秦人古都 86 歳（戸番 20-1）を
戸主に任用し、「嫡子」金弓 50 歳（戸番 20-2）など、古都の父系三等親内親
族を戸口に編成する作業である。それが終了すると、次の年長男性である秦
人部都弥 85 歳（戸番 29-1）を戸主とし、都弥の父系三等親内卑属として「嫡 
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表８ 80 歳以上の高齢戸主の戸（女性・奴婢を除く） 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分 注記 世代区分
20 1 中政戸 戸主 秦人 古都 男 86 耆老   戸主同世代
20 2 中政戸 嫡子   金弓 男 50 正丁   戸主子世代
20 3 中政戸 子   刀根 男 23 正丁   戸主孫世代
20 4 中政戸 孫   也里都 男 28 兵士   戸主孫世代
20 5 中政戸 子   赤麻呂 男 7 小子   戸主曽孫世代
20 6 中政戸 甥 秦人 布太麻呂 男 21 正丁   戸主孫世代
29 1 中政戸 戸主 秦人部 都弥 男 85 耆老   戸主同世代
29 2 中政戸 嫡子   馬手 男 58 正丁   戸主子世代
29 3 中政戸 次   小巳里 男 50 残疾 二耳聾 戸主子世代
29 4 中政戸 子   多比良 男 22 正丁   戸主孫世代
29 5 中政戸 次   東人 男 14 小子   戸主孫世代
29 6 中政戸 同党   堅牛 男 64 次丁   戸主同世代
29 7 中政戸 嫡子   大屋 男 35 兵士   戸主子世代
29 8 中政戸 次   意志比止 男 21 正丁   戸主子世代
30 1 中政戸 戸主 秦人 多麻 男 80 耆老   戸主同世代
30 2 中政戸 嫡子   小須 男 45 正丁   戸主子世代
30 3 中政戸 次   乃伎 男 41 正丁   戸主子世代
30 4 中政戸 次   小乃？伎 男 38 残疾 一目盲 戸主子世代
30 5 中政戸 次   阿麻留 男 37 兵士 弓中 戸主子世代
30 6 中政戸 小須子   麻屋 男 17 少丁   戸主孫世代
30 7 中政戸 次   得麻呂 男 15 小子   戸主孫世代
30 8 中政戸 次   大須弥 男 13 小子   戸主孫世代
30 9 中政戸 乃伎子   古麻屋 男 5 小子   戸主孫世代
30 10 中政戸 小乃伎子   忍人 男 1 緑児   戸主孫世代
30 11 中政戸 阿麻留子   久比麻呂 男 4 小子   戸主孫世代
30 12 中政戸 次   安麻呂 男 1 緑児   戸主孫世代
30 13 中政戸 孫 秦人 多都 男 22 正丁 大角吹 戸主孫世代
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子」馬手 58 歳（戸番 29-2）、「次」小巳里 50 歳（戸番 29-3）、戸主「同党」
（秦人部）堅牛 64 歳（戸番 29-6）などを戸口に編成してゆく。次に、秦人
多麻 80 歳（戸番 30-1）を戸主とし、都弥の父系三等親内卑属として「嫡子」






回である庚寅年籍（690 年）作成時において、大宝二年時同様、約 90 人に及
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Ⅵ 若年戸主の任用と女性尊属の同籍 
 












表９ 40 歳以下の戸主とその女性尊属 
戸番 no. 戸の等級 親族呼称 姓（復元） 名 性別 年齢 年齢区分
9 1 上政戸 戸主 縣造 吉事 男 28 正丁 
9 2 上政戸 母 縣造 奈尓毛賣 女 51 正女 
10 1 中政戸 戸主 縣造 荒嶋 男 26 正丁 
10 2 中政戸 母 大伴部首 姉賣 女 47 正女 
15 1 上政戸 戸主 縣主族 与津 男 39 正丁 
15 2 上政戸 母 穂積部 意閇賣 女 72 耆女 
21 1 下政戸 戸主 秦人 身麻呂 男 32 兵士 
23 1 中政戸 戸主 穂積部 安倍 男 34 正丁 
23 2 中政戸 母 縣主族 古与賣 女 62 次女 
31 1 中政戸 戸主 秦人 久比 男 30 正丁 
31 2 中政戸 同党   椋人 男 37 正丁 
31 3 中政戸 椋人妹   大相賣 女 42 正女 
37 1 上政戸 戸主 秦人 石寸 男 40 正丁 
45 1 中政戸 戸主 秦人 安麻呂 男 38 正丁 
45 2 中政戸 母 秦人 久波賣 女 62 次女 
50 1 中政戸 戸主 縣造 紫 男 30 正丁 
50 2 中政戸 母 牟義君族 弖尓志賣 女 50 正女 
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戸番 21・31・37 の３例となっている。ここでは、例外事例である「母」を同
籍しない３戸を検討する。 






 次に、戸番 37・戸主秦人石寸 40 歳も「母」を同籍していない。しかし、戸
主自身の年齢は 40 歳で、41 歳以上ではないが戸主の年齢条件を満たす長老
と認識されていたととらえれば問題はない（34）。 
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ので、それぞれを区別しつつ私見を提示する。 











































（10）八世紀以前の日本では 40 歳代以上を老人とみなし、30 歳代以前は未熟な若年と
みなす観念があった事実が知られている（服藤早苗『平安朝に老いを学ぶ』朝日選
























（17）耆老は、戸令三歳以下条に規定された 66 歳以上を指す年齢層の呼称である。 
（18）御野国戸籍に見える「甥」は、姓の記載がないものが父の兄弟の息子、姓の記載
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のあるものが父の姉妹の息子と考えられている（布村一夫「「正倉院籍帳」におけ














































その転換―」（『史林』第 98 巻 6 号、2015 年）、里舘翔大「養老五年戸籍にみえる
寄口の性格と編成要因の考察」（『日本古代学』第 9 号、2017 年）を参照。 
